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一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部

（
福
恚
善
高
総
本
部
長
）
で
は
、

ｉ

「

今
春
、
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
」
（
本
部
目
Ｈ
岡
山
市
）
と
災
害

発
生
時
に
被
災
者
救
援
医
療
活
動

を
後
方
支
援
す
る
た
め
に
寺
院
の

境
内
地
を
提
供
す
る
な
ど
の
協
力

体
制
を
立
ち
上
げ
、
災
害
時
拠
点

寺
院
の
選
定
を
進
め
て
い
た
。
そ

の
結
果
、
半
年
を
経
過
し
た
現

在
、
全
国
各
教
区
で
七
十
力
寺
以

上
が
協
力
を
申
し
出
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有

の
災
害
を
受
け
、
同
運
動
総
本
部

が
「
地
球
救
援
活
動
」
の
一
環
と

し
て
確
立
し
た
こ
の
後
方
支
援
の

協
力
体
制
は
、
単
に
救
援
拠
点
の

提
供
と
い
う
面
だ
け
で
は
な
く
、

医
療
面
と
宗
敬
老
に
よ
る
心
の
ケ

ア
と
い
う
救
援
活
動
面
で
の
協
力

に
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

　
ま
た
、
日
頃
の
寺
院
活
動
に
よ

り
地
域
住
民
と
の
密
接
な
つ
な
が

り
を
待
つ
寺
院
は
、
紐
や
か
な
情

報
を
提
供
で
き
、
被
災
地
に
入
る

救
撰
者
も
ス
ム
ー
ズ
な
活
動
が
可

能
に
な
り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
側
に
と
っ

て
も
待
ち
望
ん
だ
協
力
関
係
で
あ

る
。

　
箱
屋
総
本
部
長
は
「
東
日
本
大

震
災
の
救
援
活
動
で
は
、
効
率
的

な
支
援
活
動
の
体
制
が
確
立
さ
れ

て
お
ら
ず
、
被
災
地
の
一
丁
ズ
に

あ
っ
た
的
確
な
支
援
が
行
え
て
い

た
か
、
反
省
面
も
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
こ
う
し
た
災
害
時
拠
点

寺
院
の
体
制
が
強
固
な
も
の
に
な

れ
ば
、
今
後
は
迅
速
な
対
応
が
出

来
る
と
思
う
。
ま
た
、
寺
院
に
と

っ
て
も
、
日
常
に
お
け
る
寺
院
活

動
が
意
識
的
に
幅
広
く
な
る
の
で

は
」
と
各
寺
院
の
更
な
る
協
力
を
　
一
。

呼
び
か
け
て
い
る
。
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